
   今年の３月、１４年ぶりにＷＢＣの王座を奪還した侍ジャパン。その侍ジャパンの優勝までの軌跡を振
り返る特別番組が、今月７日に放送されました。私は、結果を知っているのにもかかわらずテレビに釘付
けになり、得点シーンに一喜一憂しながら、再び感泣してしまいました。
　なぜ、ＷＢＣは、野球は、これほどまでに感動を呼ぶのでしょうか。
　投打「二刀流」で大活躍して大会ＭＶＰとなった大谷翔平、キャンプインからチームづくりに奔走した
年長者ダルビッシュ、不振にあえぎながらもメキシコ戦でサヨナラヒットを打った村上宗隆…。ドラマよ
りもドラマチックな試合が展開されたことはもちろんのこと、各国の精鋭が威信をかけて優勝をつかむた
めに全力でプレーする姿に、見るもの全てが心を動かされたのではないでしょうか。
　遡れば、２０１６年に日本ハムが広島を４勝２敗で下し、１０年ぶり３度目の日本一に輝いた時にも、
その中心には「二刀流」大谷選手の存在がありました。当時の大谷選手へ、栗山英樹監督は次のような手
紙を送っています。

「全力の姿が感動を呼ぶ」－野球に限らず、全力プレーから選手自身が得るものはたくさんあるのでしょ
う。そして、そこから生まれる大きな感動（達成感・成就感・効力感…）や輝きが、見ているものを引き
つけて止まないのだと思います。
　スローガン「ＯＮＥ　ＴＥＡＭ　～１人はみんなのためにみんなは１人のために～」のもと、先日の校
内陸上陸上競技大会は、各競技の全力プレーや係活動等、皆さんの笑顔輝く大変素晴らしい大会になりま
した。
　ですから、来月１０日の中連陸上を皮切りに、２３日から行われる中体連格技球技大会でも、全力プ
レーを通して各種目の選手と応援が「ＯＮＥ　ＴＥＡＭ」になって、一生心に残る感動を手にしてほしい
と思います。
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５月のゴールデンウィークが明けてから、校内陸上競技大会の練習や日々の部活動における生徒の声、吹奏楽部

の楽器の演奏など、地域の皆様には御理解と御協力をいただいております。「生徒の皆さんの活躍が楽しみで

す。」など，心温まるお言葉もいただいております。本年度も「神居東地区の未来を担う子どもたち」を地域の皆

様の御支援と御協力を賜りながら育んでまいります。今後ともよろしくお願いいたします。

校 長 神林 宏行

そうと一生懸命に競技をする姿がいたる場面で見られました。今年度は７種目で新記録が生まれました。

レーでは、バトンパスの精度を高め、どの走順ならスムーズにバトンを繋ぐことができるのかを考え、練習で色々と試

しながら本番に臨みました。どのクラスも、最後まで諦めない姿が非常に印象的でした。

いつも厳しいことしか言いませんが、今日は一つだけ伝えます。

翔平の道がどこにあるのか、翔平のファーストへ向かう姿、走塁にあると思っています。

投手であっても常に全力で絶対にセーフになってやろうとする姿。

シリーズでも初戦でベースを踏む際、足首を軽く捻り心配しましたが、最後まであの全てをかけて

ファーストを駆け抜ける姿を貫きました。

常に全力を出し尽くす魂。

そんな姿にしか野球の神様は微笑みません。

野球の神様に愛されなければ天下は取れないのです。

先月の修学旅行は不安定な天候で御心配をおかけしましたが、何とか無事に、３年生は充実した「函館ぶらり

旅」を大いに楽しんで帰ってきました。特に、よりよい旅行にするために全員で協力しようとする姿や計画したこ

とを最後までやり遂げようする姿勢はとても立派でした。今後とも、我々教職員一同、「挑戦」「協働」「感動」を

合言葉に、教育活動の改善・充実に努めてまいりますので、保護者・地域の皆様には、変わらぬ御支援・御協力

をよろしくお願いいたします。



　

　

5月12日(金)、2年生が旭川駅前並びに買い物公園通りで緑

の羽根募金を行いました。この活動を通じて、環境問題につい

て進んで考え、意欲的に学ぶことができました。また、旭川市

の一員として、緑あふれる街作りへ貢献したいという思いを一

層強くすることができました。環境保護について進んで考え，

旭川市では令和５年度から、急に生理用品が必要になった時や

教室に取りに戻ることに抵抗がある時、又は、家庭で準備できな

かった時などに気兼ねなく使用し、安心して学校生活ができるよ

うに、市内の小中学校のトイレに生理用品を置くことにしました。

本校でも各階女子トイレに６月５日より設置いたします。保護

者の皆様におかれましては、今後も自分に必要なものは自分で持

ち歩くことが大切であることや身体のこと、生理用品の使い方な

どで困ったときには女性教職員が相談にのることについても、お

子様と確認していただければと思います。

なお、今回配備した生理用品につきましては、旭川市の取組に

賛同していただいたツルハ様からの寄付によるものであることを

申し添えます。

おめでとう！新記録樹立
◆３年男子100m 藤矢 拓馬（3－2）

◆３年女子200m 峯岸 美來（3－2）

◆３年女子100ｍ 猪股 結菜（3－1）

村上 日咲（3－2）

◆３年男子800ｍ 村田 伊吹（3－2）

◆２年男子800ｍ 泉 圭輔（2－1）

◆１年男子走幅跳 並河 創太（1－1）

教育相談

※5月30日(火)～6月7日(水)

英語検定

音楽大行進

常任委員会

中連陸上壮行会

中連陸上競技大会 ～12日(日)

中連生活部6月研

放課後学習会 ～14日

定期テストⅠ 1日目

定期テストⅠ 2日目

眼科検診(1・3年生)

内科検診(1年・２－１）

中連壮行会

中連夏季大会 ～25日(日)

通信陸上競技大会 ～25日(日)

中連夏季大会予備日

給食費等振替

内科検診(3年・２－２）

常任委員会

2日(金)

3日(土)

8日(木)

９日(金)

10日(土) 

13日(火)

15日(木)

16日(金)

21日(水)

22日(木)

23日(金)

24日(土)

26日(月)

28日(水)

30日(金)

今年度、ようやく制限なしの「校内陸上競技大会」を開催することができました。個人種目では、より良い記録を出

そうと一生懸命に競技をする姿がいたる場面で見られました。今年度は７種目で新記録が生まれました。

団体種目の大縄跳びでは、クラスの団結力を高め、息を合わせながらより多く跳ぼうと練習を重ねました。全員リ

レーでは、バトンパスの精度を高め、どの走順ならスムーズにバトンを繋ぐことができるのかを考え、練習で色々と試

しながら本番に臨みました。どのクラスも、最後まで諦めない姿が非常に印象的でした。

お忙しい中、また暑い中、応援に駆けつけてくださった保護者の皆様、ありがとうございました。

３年生が４月26日(水)から29日(土)まで、３泊４日の修学旅行に行ってきました。初日は洞爺湖の遊覧船乗車。2日

目は函館市内での自主研修、夜は初日に見学できなかった函館山からの夜景を眺めました。３日目は尻別川でラフティ

ング、４日目は、ルスツリゾートで楽しみました。函館では、満開の時期は過ぎていたものの、きれいな桜を五稜郭タ

ワーなどから見ることができました。3年生にとって、最高の思い出となりました。


